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さ
る
9
月
26
日
か
ら
３
日

間
、「
日
本
山
岳
修
験
学
会
髙

尾
山
学
術
学
会
」が
、髙
尾
山
、

そ
し
て
、
八
王
子
市
内
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
１
年
に

１
回
全
国
規
模
で
開
催
さ
れ
る

学
会
で
、
髙
尾
山
学
術
大
会
は

東
京
で
は
初
め
て
に
な
り
ま

す
。
今
回
、そ
の
中
心
で
、色
々

な
役
目
を
担
っ
た
髙
尾
山
薬
王

院
修
験
課
長
の
戸
田
師
に
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。
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髙
尾
は
八
王
子
の
財
産
で
す
。

―
―
こ
の
た
び
の
学
会
は
、
大

盛
況
で
し
た
ね
。
お
疲
れ
様
で

し
た
。

戸
田
師
（
以
下
Ｔ
）　

あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
、
お
陰
様
で

全
国
か
ら
、
山
岳
信
仰
・
修
験

道
の
研
究
者
の
方
た

ち
、
一
般
の
方
た
ち
、

400
余
人
に
お
集
ま
り
い

た
だ
き
ま
し
た
。
髙
尾

山
薬
王
院
だ
け
で
な

く
、
八
王
子
市
に
関
し

て
も
皆
さ
ん
に
ア
ピ
ー

ル
が
で
き
、
と
て
も
、

有
意
義
な
時
間
が
過
ご

せ
た
と
思
い
ま
す
。

―
―
髙
尾
山
と
い
え

ば
、
あ
の
、
天
狗
の
格

好
を
し
た
「
修
験
者
」

を
思
い
浮
か
べ
る
人
が

多
い
と
思
い
ま
す
。
修

験
者
、
修
験
道
と
は
、

ど
ん
な
も
の
な
の
で
し

ょ
う
か
？

Ｔ　

も
と
も
と
は
、「
自

然
」を
神
聖
な
も
の
と
し
、山
々

に
こ
も
り
厳
し
い
修
行
を
す
る

山
岳
信
仰
が
修
験
で
し
た
。
神

仏
習
合
形
態
で
日
本
独
自
の
宗

教
で
す
。
そ
れ
を
行
う
も
の
を

修
験
者
、
山
伏
と
い
い
ま
す
。

―
―
そ
う
な
ん
で
す
ね
、
で

は
、
い
わ
ゆ
る
仏
教
を
基
本
に

様
々
な
宗
教
が
習
合
し
た
も
の

だ
っ
た
ん
で
す
ね
。

Ｔ　

え
え
、
修
験
道
は
神
仏
習

合
で
、
日
本
の
神
と
仏
教
の
仏

が
習
合
し
て
祀
ら
れ
る
も
の
だ

っ
た
の
で
す
。
平
安
時
代
か
ら

盛
ん
に
信
仰
さ
れ
、
江
戸
時
代

ま
で
に
修
験
者
は
独
自
の
存
在

感
を
も
っ
て
い
き
ま
す
。
明
治

維
新
の
際
に
神
仏
分
離
に
続

き
、
明
治
５
年
、
修
験
廃
止
令

が
出
さ
れ
、
一
時
的
に
修
験
道

は
衰
退
し
ま
し
た
。

―
―
へ
え
、
知
ら
な
い
こ
と
ば

か
り
で
す
。
で
は
な
ぜ
、
そ
れ

が
髙
尾
山
で
再
興
さ
れ
た
？

Ｔ　

今
の
薬
王
院
の
大
山
隆
玄

貫
首
が
「
修
験
道
こ
そ
髙
尾
の

山
に
ふ
さ
わ
し
い
」
と
、
こ
の

30
年
、
復
興
に
力
を
入
れ
て
き

ま
し
た
。
そ
れ
が
今
で
は
、「
髙

尾
山
は
、
修
験
道
の
山
」
と
い

わ
れ
る
ま
で
に
な
っ
た
の
で

す
。

―
―
そ
う
で
す
か
。
と
こ
ろ

で
、
戸
田
さ
ん
か
ら
見
ら
れ

て
、
髙
尾
の
魅
力
は
な
ん
で
す

か
？

Ｔ　

月
並
み
で
す
が
、
や
は
り

こ
の
大
自
然
で
す
。
私
実
は
、

毎
日
、
通
勤
で
こ
の
山
を
ケ
ー

ブ
ル
カ
ー
で
登
っ
て
く
る
の
で

す
が
、
毎
日
毎
日
、
楽
し
く
登

ら
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
と
こ
ろ
で
、
近
年
、
ミ
シ

ュ
ラ
ン
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
り

し
て
、
髙
尾
山
は
、
ち
ょ
っ
と

し
た
ブ
ー
ム
で
す
。
が
、
私
と

し
て
は
ぜ
ひ
、
薬
王
院
ま
で
、

皆
さ
ん
に
来
て
ほ
し
い
。
そ
し

て
、
年
に
数
回
、
修
験
を
体
験

す
る
会
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

是
非
体
験
し
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。
八
王
子
育
ち
の
私
で
す

が
、
髙
尾
と
い
う
の
は
本
当

に
、
八
王
子
の
財
産
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

浅
川
地
区
特
集
①

髙
尾
山
薬
王
院
　
修
験
課
長
　
戸
田
令
定
師
に
聞
く

戸田令定師●1968年生まれ。24歳で髙尾山薬王院に入山。
髙尾山薬王院修験課長。
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「
町
会
自
治
会
紹
介
シ
リ
ー

ズ
」第
１
回
目
の
今
回
は
、浅
川

地
区
。地
元
の
重
鎮
た
ち
４
名
に

集
ま
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

―
―
今
日
は
お
集
ま
り
い
た
だ

き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

八
王
子
市
片
倉
町
１
４
０
４
☎
０
１
２
０－

４
４
５－

７
５
５
Ｆ
Ａ
Ｘ

０
４
２－

６
３
６－

１
１
５
５

納
得
の

浅
川
エ
リ
ア
の
世
帯
数
が
約
９

０
０
０
あ
る
ん
だ
け
ど
、
そ
の

う
ち
約
６
０
０
０
世
帯
が
町
会

自
治
会
に
加
入
し
て
い
る
ん
で

す
。
76
％
く
ら
い
の
加
入
率
。

―
―
そ
う
な
ん
で
す
か
！
凄
い
。

塚
原　

八
王
子
市
全
体
の
加
入

率
平
均
よ
り
約
２
割
高
い
ん
で

す
よ
。

町
田　

八
王
子
市
全
体
の
加
入

率
は
、
下
が
っ
て
い
る
の
に
も

か
か
わ
ら
ず
で
す
（
笑
）。

―
―
皆
さ
ん
が
こ
の
浅
川
エ
リ

浅
川
地
区
特
集
②

浅
川
地
区
は
結
束
力
が
自
慢
で
す

地

区

の

皆

様

の

声

右上：運動会　右下：JR高尾駅北口　左上：多摩御陵への参道にかかる南浅川橋　左下：いちょう祭り

高尾で一緒になおそう
－全国でも数少ない児童精神外来、病棟のある病院です－

医療法人財団 青溪会 駒木野病院
〒193-8505 東京都八王子市裏高尾町273　TEL:042-663-2222
JR中央線 高尾駅 北口徒歩15分児童精神科診療部長

笠原 麻里
理事長・院長
菊本弘次

ま
す
。
私
、
不
勉
強
で
、
こ
の

浅
川
地
区
が
、
昭
和
34
年
に
八

王
子
市
に
合
併
す
る
ま
で
、
南

多
摩
郡
浅
川
町
で
あ
っ
た
こ
と

を
、最
近
知
り
ま
し
た
。今
や
、

八
王
子
の
「
看
板
」
と
も
い
え

る
、「
高
尾
エ
リ
ア
」
が
、
八

王
子
で
な
か
っ
た
と
は
！
今
の

40
代
以
下
は
そ
れ
を
知
ら
な
い

と
思
い
ま
す
。

渡
辺　

そ
う
、
こ
こ
は
八
王
子

市
で
は
な
か
っ
た
ん
ん
で
す
。

町
田　

だ
か
ら
皆
、
団
結
力
が

あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

串
田　

う
ち
ら
の
自
慢
は
ね
、

＜出席者の面々（左から）＞
串田孝義氏
 （浅川地区町会連合会会長）
町田貞之氏（同副会長）
渡辺良治氏
（浅川市民センター館長）
塚原稔氏（同副会長）
※対談中は敬称略
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八
王
子
市
片
倉
町
４
４
０－
６
☎
０
４
２－

６
３
７－

３
４
５
９

タ
タ
ミ
の
こ
と
な
ら『
タ
タ
ミ
の
あ
な
み
ず
』へ

シ
ョ
ー
ル
ー
ム
あ
り
ま
す

る
と
い
う
話
で
す
。
JR
高
尾
駅

の
南
北
が
つ
な
が
る
の
は
、
皆

の
念
願
だ
っ
た
し
ね
…
…
。

町
田　

こ
の
エ
リ
ア
の
町
会
自

治
会
長
は
、
声
を
か
け
れ
ば
す

ぐ
に
集
ま
る
団
結
力
が
あ
る
。

高
尾
山
イ
ン
タ
ー
の
命
名
も
、

最
初
は
八
王
子
南
イ
ン
タ
ー
と

い
う
名
前
だ
っ
た
の
を
皆
で
、

懇
願
し
て
変
え
て
も
ら
っ
た
ん

だ
よ
ね
。
全
国
で
も
、
観
光
地

の
名
前
が
つ
い
て
い
る
イ
ン
タ

ー
は
珍
し
い
ら
し
い
よ
。

―
―
あ
と
、
こ
の
エ
リ
ア
の
い

い
と
こ
ろ
は
？

塚
原　

治
安
が
い
い
こ
と
。
み

ん
な
大
体
顔
見
知
り
だ
か
ら
。

串
田　

そ
う
い
う
意
味
で
は
、

沖
電
気
跡
地
に
マ
ン
シ
ョ
ン
が

で
き
て
、
子
供
が
た
く
さ
ん
増

え
そ
う
だ
け
ど
、
子
育
て
に
は

い
い
場
所
だ
と
思
う
よ
。

渡
辺　

や
っ
ぱ
り
仲
の
良
さ
を

表
す
の
は
、
毎
年
10
月
に
行
わ

れ
る
運
動
会
で
し
ょ
う
ね
。
な

に
し
ろ
、
２
０
０
０
人
が
あ
ら

か
じ
め
、
練
習
し
て
。
そ
ん
な

＜浅川地区町会の区分け＞※住所区分と町会区分はイコールではありません

中央自動
 車道

髙尾山

高
尾
山
口
駅

ＪＲ & 京王
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裏高尾町

高尾町

南浅川町

初沢町

東浅川町

廿里町

西浅川町

番号 町会名
1 新地町会
2 三田町会
3 原宿町会
4 原町内会
5 八王子サニーハイツ管理組合
6 初沢第一町内会
7 初沢第二町内会
8 三和団地自治会
9 高尾パークハイツＡ棟自治会
10 高尾パークハイツＢ棟自治会
11 高尾下宿町会
12 高尾町中宿町会
13 高尾町上宿町会
14 廿里町会
15 西浅川町会
16 落合町会
17 高尾町五丁目町会
18 南浅川町会
19 駒木野町会
20 荒井町会
21 摺指町会
22 小仏町会

ア
を
い
か
に
愛
し
て
い
ら
っ
し

ゃ
る
か
の
現
れ
で
す
ね
…
…
。

串
田　

今
日
は
4
人
で
ち
ょ
っ

と
自
慢
大
会
に
な
っ
ち
ゃ
う
け

ど
（
笑
）、こ
こ
に
は
や
は
り
、

高
尾
山
、
多
摩
御
陵
が
あ
る
か

ら
ね
。

塚
原　

高
尾
駅
の
改
造
計
画
も

や
っ
と
始
ま
り
そ
う
で
す
ね
。

―
―
ど
う
い
う
風
に
高
尾
駅
が

変
わ
る
ん
で
す
か
？

渡
辺　

平
成
35
年
ま
で
に
２
階

建
て
に
な
り
、
南
北
が
つ
な
が

町
会
、
他
に
は
な
い
か
ら
。

町
田　

60
歳
以
上
が
男
女
10
人

づ
つ
出
場
す
る
玉
入
れ
な
ん
か

凄
い
景
色
。
皆
が
応
援
し
て
。

塚
原　

新
し
い
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
も
で
き
る
し
、
高
尾

は
子
供
か
ら
女
性
、
高
齢
者
ま

で
住
み
や
す
い
町
だ
と
思
う
。

串
田　

そ
れ
も
こ
れ
も
、
町
会

自
治
会
に
参
加
し
て
い
る
人
た

ち
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
の
賜

物
な
ん
で
す
よ
ね
。「
自
慢
で

き
る
浅
川
地
区
」
に
住
ん
で
い

る
の
は
幸
せ
だ
よ
ね
。

浅川町町会自治会長の皆様（代理の方も含みます）
○前列左より　小松龍一郎氏（八王子サニーハイツ管理組合）、
塚原稔氏（高尾町上宿町会）、串田孝義氏（西浅川町会）、水野
康直氏（駒木野町会）、飯嶋守氏（原町町会）○二列目左より　
立川進氏（新地町会）、神谷幸道氏（高尾パークハイツA　棟自
治会）、石井芳春氏（南浅川町会）、吉沢清志氏（初沢第一町内会）、
町田貞之氏（原宿町会）、近藤和弘氏（高尾パークハイツB棟管
理組合）○後列左より　水野直樹氏（小仏町会）、佐戸勝一氏（高
尾町五丁目町会）、細川康徳氏（初沢第二町内会）、上村寛氏（荒
井町会）、金子君夫氏（高尾町中宿町会）、峯尾三千年氏（摺指
町会）、岩崎二郎氏（三田町会）、佐戸博氏（落合町会）、田中文
彦氏（高尾下宿町会）、三友勇氏（三和団地自治会）

〈八王子市全図〉

浅川地区
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町
会
自
治
会
の
行
事
に
。
お
に
ぎ
り
弁
当
・
巻
寿
司
弁
当
ご
注
文
受
付
中

☎
０
４
２－

６
６
１－

２
５
２
４

　

前
述
の
通
り
、
日
本
山
岳
修

験
学
会
が
さ
る
９
月
末
に
行
わ

れ
ま
し
た
。
東
京
で
初
め
て
と

な
る
こ
の
大
会
が
八
王
子
で
、

と
い
う
の
は
大
変
喜
ば
し
い
こ

と
で
す
。
１
日
目
の
公
開
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
に
は
、
研
究
者
の
ほ

か
多
く
の
一
般
の
方
々
も
訪
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
二
日
目
終
了

後
の
懇
親
会
で
は
、
八
王
子
が

誇
る
西
川
古
柳
家
元
の
車
人

形
、
芸
妓
衆
の
踊
り
も
披
露
さ

れ
、
大
盛
況
の
う
ち
に
幕
を
閉

じ
ま
し
た
。
東
京
を
代
表
す
る

修
験
道
の
聖
地
、
髙
尾
山
の
自

然
を
、
皆
で
守
っ
て
い
き
ま
し

ょ
う
。

も
の
で
は
な
く
〝
日
常
〞
で
あ

る
か
ら
で
す
。
こ
う
や
っ
て
、

病
院
を
開
放
し
て
い
れ
ば
、
い

ざ
、
診
察
を
受
け
た
い
と
思
っ

て
も
躊
躇
な
く
入
れ
ま
す
よ

ね
。
ま
た
、
う
ち
は
児
童
精
神

科
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
私

は
思
い
ま
す
、『
子
ど
も
な
き

と
こ
ろ
に
富
は
生
ま
れ
な
い
』

と
。
高
尾
の
皆

さ
ん
は
、
そ
の

あ
た
り
を
理
解

し
て
く
だ
さ

る
。
あ
り
が
た

い
こ
と
で

す
」。
穏
や
か

に
語
る
菊
本
先

生
、
前
号
登
場

の
笠
原
麻
里
先

生
も
し
か
り
、

す
っ
か
り
「
駒

木
野
病
院
フ
ァ

ン
」
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
の
で

し
た
。

菊本院長と模擬店を担当する職員さんたち

浅
川
地
区
特
集
③

「
こ
ま
ぎ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」は

町
と
病
院
を
結
ぶ

ニ
　
ュ

　
ー

　

ス
　

い
　

ろ
　

い
　

ろ

「
高
尾
が
全
国
に
誇
れ
る
病

院
」で
あ
る
、駒
木
野
病
院
。そ

の
理
由
は
、
全
国
で
数
少
な
い

私
立
の
児
童
精
神
科
、
入
院
病

棟
が
あ
る
病
院
で
あ
る
と
い
う

こ
と
。
そ
し
て
、
町
と
病
院
が

共
存
共
栄
し
て
い
る
こ
と
に
あ

り
ま
す
。
そ
の
象
徴
と
も
い
え

る
「
こ
ま
ぎ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
２
０
１
５
」
が
、
さ
る
９
月

27
日（
日
）に
開
か
れ
ま
し
た
。

当
日
、
理
事
長
、
院
長
の
菊
本

先
生
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

「
地
域
の
方
々
、職
員
、医
者
、

患
者
さ
ん
、
皆
が
交
流
で
き
る

の
は
、
精
神
科
病
院
の
目
指
す

理
想
形
で
も
あ
り
ま
す
。
精
神

科
医
療
は
今
や
、
隔
離
さ
れ
る

日
本
山
岳
修
験
学
会
が
盛
大
に

チェロ演奏体験も実施

懇親会の鏡開きも大盛況

2日目の研究会の風景

ステージでは様々なパフォーマンスが

モ
モ
ち
ゃ
ん
が
天

国
に
行
っ
て
か
ら

１
年
が
過
ぎ
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。

先
日
お
彼
岸
に
、

モ
モ
ち
ゃ
ん
の
お

墓
が
あ
る
高
乗
寺
・
高
尾
霊
園
に
お
参
り
に
行
っ

た
の
よ
。
あ
ん
な
に
自
然
に
囲
ま
れ
た
お
寺
に
お

墓
が
あ
っ
て
、
モ
モ
ち
ゃ
ん
は
本
当
に
幸
せ
だ
と

思
い
ま
す
。
ま
た
高
尾
に
会
い
に
行
き
ま
す
ね
。

 

お
母
さ
ん
よ
り

高
尾
霊
園
物
語
　
連
載
そ
の
①

☎042-661-6853
まずはお電話ください。

大事なペットを亡くしたら、高尾に葬りませんか？

高乗寺・高尾霊園
犬猫墓地

モモちゃん
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の
エ
リ
ア
の
人
気
は
う
な
ぎ
登

り
。
今
年
は
、
京
王
線
高
尾
山

口
駅
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
、

ふ
も
と
に
「TAKAO 599 

MUSEUM

」
や
温
泉
施
設
が
で

き
、
ニ
ュ
ー
ス
に
事
欠
き
ま
せ

ん
。
さ
ら
に
は
、
平
成
12
年
か

ら
計
画
さ
れ
て
い
た
「
高
尾
駅

改
造
計
画
」
が
い
よ
い
よ
動
き

出
し
、
数
年
後
に
は
、
い
ま
ま

で
分
断
さ
れ
て
い
た
高
尾
駅
南

北
が
つ
な
が
る
と
い
う
こ
と
。

そ
し
て
、
沖
電
気
の
跡
地
の
広

大
な
土
地
が
「
サ
ク
ラ
シ
テ

ィ
」
と
い
う
大
規
模
な
街
に
生

ま
れ
変
わ
り
、
2
年
後
ま
で
に

は
、マ
ン
シ
ョ
ン
、一
戸
建
て
、

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
が
揃

う
と
い
う
こ
と
。
こ
れ
に
よ
っ

て
、
住
民
も
雇
用
も
増
え
そ
う

な
の
で
す
。

　

高
尾
エ
リ
ア
は
、
前
頁
に
も

述
べ
た
よ
う
に
、
住
む
人
々
の

団
結
力
は
目
を
見
張
る
も
の
が

あ
り
ま
す
。
子
供
を
大
事
に

し
、
見
守
り
も
き
ち
ん
と
行
う

浅
川
地
区
特
集
④

私
が
高
尾
に
住
み
た
い
理ワ

由ケ

住
　
む

　
「
今
、
八
王
子
市
で
一
番
、

注
目
エ
リ
ア
が
高
尾
な
ん
だ
よ

ね
」
と
い
う
噂
を
耳
に
し
、
や

っ
て
き
ま
し
た
、
高
尾
駅
。
髙

尾
山
が
ミ
シ
ュ
ラ
ン
ガ
イ
ド
の

「
日
本
の
観
光
地
」
三
つ
星
に

選
ば
れ
た
約
6
年
前
か
ら
、
こ

高
尾
エ
リ
ア
が

も
っ
と
変
わ
り
ま
す

町
と
し
て
、
子
育
て
に
は
ぴ
っ

た
り
な
エ
リ
ア
な
の
で
す
。
八

王
子
町
会
自
治
会
の
皆
さ
ん

も
、
ぜ
ひ
一
度
、
モ
デ
ル
ル
ー

ム
に
お
茶
を
飲
み
に
い
っ
て
み

て
く
だ
さ
い
。「
新
し
い
高
尾
」

を
感
じ
ら
れ
る
は
ず
で
す
。

※
Ａ
・
Ｂ
棟
の
第
一
期
・
第
二

期
（
全
185
戸
）
連
続
即
日
完
売

し
ま
し
た
。
10
月
か
ら
は
Ｃ
・

Ｄ
棟
（
全
231
戸
）
の
告
知
が
開

始
予
定
で
す
。

沖電気の跡地が、大きな町になります。子育てにぴったり

新
米
の
品
種
・
生
産
者
・
産
地
を
表
示
し
て
販
売
し
て
お
り
ま
す

☎
０
４
２－

６
６
１－

２
５
２
４

JR高尾駅北口から約3分の甲州街道沿
いにモデルルームはあります

室内ではお茶もふるまわれます。
ついつい長居しちゃいそう

PR特集
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「
今
年
前
半
の
介
護
事
業
者

倒
産
が
過
去
最
高
の
55
件
」
と

い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
先
日
、
流
れ

ま
し
た
。
こ
れ
に
は
、
4
月
か

ら
介
護
報
酬
が
２
．
２
７
％
引

き
下
げ
ら
れ
た
こ
と
、
そ
し

て
、
景
気
回
復
に
よ
る
人
件
費

の
高
騰
で
、
介
護
事
業
者
の
経

営
は
ひ
っ
迫
し
て
い
る
、
と
い

う
理
由
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

こ
ん
な
中
、
よ
く
聞
か
れ
る

の
が
「
加
藤
さ
ん
、
介
護
事
業

者
っ
て
ど
う
選
べ
ば
い
い
ん
で

す
か
？
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
こ
で
、「
や
ま
び
こ
ケ
ア
セ

ン
タ
ー
」
を
例
に
挙
げ
た
い
の

で
す
。
こ
こ
の
社
長
は
君
島
さ

ん
（
50
）。
パ
ー
ト
さ
ん
を
含

め
、
職
員
約
１
０
０
人
の
ス
タ

ッ
フ
を
抱
え
る
事
業
者
さ
ん
で

加藤公恵（かとうきみえ）

長年福祉と介護の世界にたずさわる
介護のエキスパート。

 

プロフィール

医療法人社団永生会　
在宅総合ケアセンター
センター長
介護統括管理部長

「やまびこケアセンター」
を例に、書いてみました。

介護事業者は
どう選べばいいの？
とよく聞かれます。

す
。
北
野
に
あ
る
本
社
や
デ
イ

ケ
ア
を
訪
れ
る
と
、
職
員
さ
ん

が
皆
、
明
る
い
明
る
い
。
そ
し

が
大
事
。
た
と
え
ば
、
見
学
に

行
っ
た
と
き
に
職
員
さ
ん
が
、

明
る
く
挨
拶
す
る
か
否
か
。
こ

れ
だ
け
で
そ
の
事
業
者
が
わ
か

る
と
思
い
ま
す
。
あ
と
、
ど
れ

だ
け
親
身
に
な
っ
て
相
談
に
乗

っ
て
く
れ
る
か
。
こ
れ
も
大
事

で
す
ね
。
ビ
ジ
ネ
ス
ラ
イ
ク
な

と
こ
ろ
、
い
ば
っ
て
い
る
と
こ

ろ
、
逆
に
営
業
ス
マ
イ
ル
の
ペ

コ
ペ
コ
し
て
い
る
だ
け
の
と
こ

ろ
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
は
Ｎ
Ｇ

で
す
。

　

実
は
、
八
王
子
の
介
護
事
業

者
で
意
識
を
も
っ
て
き
ち
ん
と

や
っ
て
い
る
事
業
者
は
、
皆
、

横
の
つ
な
が
り
が
深
い
で
す
。

な
の
で
、
私
も
こ
う
し
て
い
ろ

ん
な
人
を
紹
介
で
き
ま
す
。
何

か
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
っ
た

ら
、
相
談
し
て
く
だ
さ
い
ね
。

て
楽
し
そ
う
で
す
。
ま
ず
、

「
よ
い
介
護
事
業
者
さ
ん
」
を

見
分
け
る
に
は
、
こ
の
明
る
さ前列中央が君島社長。皆、元気！



7

28
介
護
タ
ク
シ
ー
の
ご
用
命
は

介
護
タ
ク
シ
ー
つ
ざ
き

☎
０
９
０－

４
１
３
５－

３
３
７
１http://w

w
w
.caretaxi-tsuzaki.com

楢原斎場では7月1日より、低廉な価格で利用いただける
小規模葬儀専用式場をご用意いたしました。
小規模葬儀専用式場は簡易祭壇とパーテーションを常設しています。
30名様以下のご葬儀にご利用下さい。
　料金　￥ 86,400－です

〒193-0803 東京都八王子市楢原町1578番地5
TEL042-620-3101  FAX 042-620-3102

　

も
う
す
ぐ
開
業
百
年
を
迎
え

よ
う
と
す
る
「
右
田
病
院
」。

長
年
、
八
王
子
の
人
々
に
愛
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
歴
史
あ

る
病
院
を
支
え
て
い
る
の
が
、

右
田
敦
之
理
事
長
（
54
）
と
右

田
隆
之
院
長
（
52
）
で
す
。
今

回
は
こ
の
お
二
人
に
お
話
を
伺

い
ま
す
。

―
―
本
町
か
ら
暁
町
に
移
っ
て

3
年
、
現
在
の
状
況
は
い
か
が

で
す
か
？

院
長　

移
っ
た
き
っ
か
け
は
、

ま
ず
は
来
た
る
大
規
模
災
害
へ

の
対
策
と
し
て
耐
震
化
が
急
が

れ
た
こ
と
で
す
。
そ
し
て
救
急

医
療
の
充
実
で
す
ね
。
う
ち
は

救
急
が
柱
で
し
た
の
で
。
以
前

議
会
の
下
部
組
織
と
し
て
、
八

王
子
高
齢
者
救
急
医
療
体
制
広

域
連
絡
会（
八
高
連
）が
あ
り
、

陵
北
病
院
院
長
の
田
中
先
生
が

会
長
を
担
わ
れ
て
、
高
齢
者
救

急
の
受
入
れ
迅
速
化
を
議
論
し

て
い
ま
す
。

院
長　

こ
ち
ら
に
移
っ
て
か
ら

は
、
救
急
医
療
の
充
実
と
共

に
、
現
実
に
は
加
速
度
的
に
増

え
て
い
る
高
齢
者
救
急
へ
の
対

応
を
や
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

た
だ
、
国
の
施
策
で
病
院
ご
と

に
機
能
分
け
さ
れ
た
の
で
、
高

齢
者
の
救
急
を
受
け
入
れ
て
、

そ
の
次
の
ス
テ
ー
ジ
へ
患
者
さ

ん
に
移
っ
て
い
た
だ
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
移
っ
て

い
た
だ
く
取
組
み
と
い
う
の
が

病
院
の
運
営
と
し
て
は
大
変

で
、
そ
れ
を
解
決
す
る
た
め
に

は
地
域
で
ま
と
ま
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
と
こ

ろ
か
ら
、
こ
の
八
高
連
の
話
に

展
開
し
て
い
っ
た
の
で
す
。

※
次
回
は
「
八
高
連
」
の
仕
組

み
を
説
明
し
ま
す
。

理
事
長　

本
当
は
本
町
で
建
て

替
え
し
た
か
っ
た
の
で
す
が
、

ど
う
し
て
も
土
地
の
確
保
出
来

な
く
て
移
転
を
決
意
し
ま
し

た
。
救
急
医
療
は
戦
前
か
ら
や

っ
て
い
ま
し
た
し
、
父
も
「
救

急
は
医
療
の
原
点
だ
」
と
い
う

の
が
口
癖
な
の
で
、
我
々
の
代

で
も
継
承
し
て
い
く
形
で
や
ろ

う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
や
っ

ぱ
り
救
急
医
療
は
正
直
言
っ
て

大
変
な
ん
で
す
よ
ね
。
24
時
間

３
６
５
日
受
け
入
れ
態
勢
を
維

持
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
。
救
急
か
ら
離
れ
て
い

く
病
院
も
あ
る
の
で
す
け
れ
ど

も
、
我
々
と
し
て
は
大
変
な
と

こ
ろ
だ
か
ら
こ
そ
歯
を
食
い
し

ば
っ
て
頑
張
っ
て
い
こ
う
と
思

っ
て
い
ま
す
。

理
事
長　

こ
の
高
齢
化
社
会

で
、
高
齢
者
医
療
の
問
題
を
語

り
始
め
た
ら
き
り
が
あ
り
ま
せ

ん
。
が
、
八
王
子
市
は
、
八
王

子
市
医
師
会
、
病
院
な
ど
の
距

離
感
が
割
と
近
く
、
う
ち
の
院

長
が
会
長
を
仰
せ
つ
か
っ
て
い

る
八
王
子
市
救
急
業
務
連
絡
協

と
て
も
仲
が
い
い
右
田
理
事
長
（
右
）
と

右
田
院
長
（
左
）

　

さ
る
9
月
5
日
（
土
）
青
少

年
対
策
ひ
よ
ど
り
山
地
区
委
員

会
主
催
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

大
会
が
ひ
よ
ど
り
山
中
学
校
に

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
地
域
の

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
ァ
ー
た
ち
の

熱
心
な
指
導
の
も
と
、
子
ど
も

た
ち
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

を
楽
し
み
ま
し
た
。
こ
の
大
会

で
は
、
地
域
の
あ
ら
ゆ
る
年
代

が
顔
見
知
り
に
な
れ
、
地
域
の

防
犯
対
策
に
は
効
果
的
な
取
り

組
み
だ
と
思
い
ま
す
。

成績優秀者には豪華な賞品が
当日、最年少
の参加者さん

青
少
対
ひ
よ
ど
り
山
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

が
手
狭
だ
っ
た

の
で
、
救
急
セ

ン
タ
ー
の
ス
ペ

ー
ス
を
ま
ず
広

く
取
り
た
い

と
。
あ
と
は
、

前
が
古
い
も
の

で
す
か
ら
、
今

の
患
者
さ
ん
の

療
養
環
境
に
合

わ
な
く
な
っ
て

き
て
い
た
の

で
、
療
養
環
境

を
充
実
さ
せ
た

か
っ
た
ん
で

す
。
大
き
さ
と

し
て
は
旧
病
院

の
1.5
倍
く
ら
い

あ
り
ま
す
。

忘年会・新年会
ご予約受付中
忘年会・新年会
ご予約受付中

10
月
18
日（
日
）
は

元
八
王
子
町
の

「
北
条
氏
照
ま
つ
り
」

で
す
。
ぜ
ひ
ご
観
覧
を

八
王
子
の
医
療
は
今
「
救
急
こ
そ
、
医
療
の
原
点
」
① 

右
田
病
院
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※ すべて「町自連だより」を1部持参の方1人に対する
サービスです。平成28年1月15日まで有効です

今号の「町自連だより」クーポンシューズデパートメント
GOZO（靴屋さん）

八王子市八日町2－4
☎042－621－0007
10時～ 20時　水曜定休

身
体
の
痛
み
の
こ
と
な
ら
お
任
せ
下
さ
い
／
交
通
事
故
・
各
種
保
険
取
り
扱
い

健
幸
堂
八
日
町
４
丁
目
バ
ス
停
前
☎
６
２
３－

８
２
６
６
／
京
八
徒
歩
１
分
☎
６
４
９－

８
３
５
６

左の「GOZO」にて、靴を
お買い上げの方全員にオ
リジナル靴べらプレゼント
※右の写真は、福士さん
が師匠とともに、お客様
の相談をうかがっている
ところです

Ｐ３「サン・ライフ」
は斎場使用料30％オ
フ。ただし、サン・ライ
フ直営斎場（八王子市
内6か所）に限ります

Ｐ８「セレモア」は、
セレモアギフトカー
ド＝ファミリークラ
ブ入愛金割引引換券
をプレゼントフ

ァ
ッ
シ
ョ
ナ
ブ
ル
か
つ
、

足
に
い
い
靴
ば
か
り

月に一度師匠のハーゲン氏も
長野からやってきます

数年前、八日町の甲州街道沿い
に突如、出現したGOZO（ゴ
ゾ）。オーダーメイドの靴や欧
州の「足にいい靴」を売ってい
るお店です。「八王子になんで
こんな高級店が？大丈夫かな
あ」と、毎朝、前を通るたびに
思っていた私。それから約６
年。なんと評判が評判を呼び、
日本中から「私に合う靴を履き
たい」と願うお客様が集まって
くる有名店になりました。オー
ナーは、青森生まれの福士公輔
さん。永生会病院の整形外科、
故赤木家康先生との出会いか
ら、八王子に移住し店を開きま
した。「八王子は適度に田舎で
適度に都会。僕は大好きです」。
本当のお洒落は靴に始まる。そ
して、靴はその人の人格やクラ
スまで表すものです。靴で悩ん
できたあなた、ぜひ、一度、の
ぞいてみてください。

靴には人格が現れる

自
転
車
の
親
子
揃
い
の
夏
帽
子

（
左
入
町
　
長
澤
千
和
子
）

電
柱
の
影
に
身
を
寄
す
炎
天
下

（
丹
木
町
　
松
江
節
子
）

浮
人
形
童
女
の
靴
の
脱
げ
や
す
し

（
丹
木
町
　
澤
田
良
子
）

戦
無
き
世
も
危
き
か
敗
戦
忌

（
加
住
町
　
金
子
文
平
）

新
涼
や
乳
臭
き
子
の
這
い
初
む
る

（
戸
吹
町
　
田
中
俊
夫
）

草
に
似
た
河
鹿
の
声
に
驚
き
ぬ

　
　
　

我
が
故
郷
は
か
く
も
麗
し

 

（
平
岡
町
　
小
林
　
晃
）

粗
大
ゴ
ミ
言
わ
れ
続
け
て
三
十
年

 

（
台
町
三
丁
目

　
佐
藤

　
将
）

パ
ソ
コ
ン
ン
は
お
化
け
で
は
な
く
て

　
　

知
ら
ぬ
だ
け 

 

（
平
岡
町

　
小
林

　
晃
）

体
調
の
維
持
へ
と
歩
く
日
の
リ
ズ
ム

 

（
緑
町
東
町
会

　
横
倉
幸
一
）

あなたの人生、あなたの会社を
　本にしませんか？

㈱ふこく出版
プロの編集者があなたの人生を形にします

八王子市万町34－1
☎042－622－6315


